
 
 
 
平成 28年 12月 27 日に開催された実践的なカンファレンス指導の様子です。 
すまいるホーム黄金／すまいるホーム楠田の職員合同で本格的なカンファレンスのご指導をして頂きました。 
今回は、すまいるホーム楠田の M様を事例にみんなでカンファレンスを行い、学ばせて頂きました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ス タ ッ フ の 声 

 

●今回は、M さんのケースでしたが、ほかに色々なケースがあり、各事業所がお互い協力し合い情報共有をし、
各職員に、そのことをしっかり伝えなければいけないと感じました。 

 そして、一番はその人を理解するという事だと感じました。 
 
●M 様が昔従事していた仕事や、家族とのつながり、居心地の良さや悪さを、その方の言葉の端々から感じ取

ることの大切さを学びました。 
 すべての言動・行動には何らかの理由があるのだと考え、常に利用者様の立場に立ってケアができると良

いと思いました。 
 
●「人をケアする為には、病気や症状などより、その人自身に関心を持つ事がとても重要です。」という言葉

に、私も病気や症状を気にして、その人自身を見ていないのではないかと気づかされました。 
 症状ばかり気にして、その人が何をしてもらいたいのか、何をして欲しいと望まれているのかに早く気づい

てあげたい。 
 


